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第����回 例会 今年度 第22回例会　令和７年1月24日(金)
会員数72名　 欠席24名   出席率66.6％

■欠席者：伊藤、伊東、今村、牛島、海野、加藤、亀川、熊上、庄司、高谷（信）、高谷（忠）、髙濵、鉄川、寺岡、
　　　　　西川、濵村、原、廣高、福島、藤本、牧、松石、山田（佑）、山中  

本日のプログラム　1月31日（金） 次回のプログラム　2月7日（金）

長崎出島ロータリークラブNO.1158 2025年（令和7年）

1月31日 発行金
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2024-25年度国際ロータリー会長　ステファニー A. アーチック

Nagasaki Dejima
長崎出島ロータリークラブ週報

卓話：料亭青柳　代表　山口広助さん
「広助のよもやま話」

卓話：長崎船舶装備（株）専務取締役　
福富　卓さん「長崎船舶装備について」

新年会「手に手つないで♪」
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■開会・点鐘：池田会長

-----------------------------------------------------------

■ロータリーソング「手に手つないで」
-----------------------------------------------------------

■四つのテスト：山田（明）さん

-------------------------------------------------------------

■会長挨拶：池田会長

   

こんばんは。本日は例会後に新年会が開催されます。

楽しみですね。ご準備くださった親睦活動委員会の皆

さんいつもお世話になり有難うございます。よろしく

お願いいたします。皆さん気もそぞろだとは思います

が平井さんの卓話はしっかり聞いてくださいますよう

お願いたします。

　「健康経営」という言葉をよく耳にされると思いま

す。弊社でも、いきいきと能力を発揮できる社風を作

りたいという思いで、この「健康経営」を戦略的に捉

えています。社員皆の心や身体の健康や、働きがい・

働きやすさ、ブランディングの向上、良い人材の採用、

強い組織作りという好循環を生み出せることを願って

私たち経営層も毎月交代で、短い文章ですが情報発信

を行うなどさまざまな取り組みを行っています。頑張

っているつもりなのですが、多忙であるとか目の前の

売上には直結しないなどの理由もあり、「健康経営」

の目的を今以上に社内へ浸透させることや参画意識を

もってもらうことなど、まだまだ課題山積です。悩み

は尽きないのですが、今日はこの「健康経営」のこと

を話したかったわけではなく、実は今週は他団体の案

件でバタバタして会長挨拶をきちんと頭の中で整理で

きないまま今日を迎え、手抜きになりますが私が担当

した１２月の「健康通信」の一部を抜粋しお話しさせ

ていただきます。すみません。

その時のテーマにしたのは明元素（めいげんそ）言葉

を使おうでした。明るく元気で素直な言葉のことです。

具体的には、「ありがとう」「充実している」「でき

る」「挑戦してみよう」「楽しい」「嬉しい」「面白

い」「素晴らしい」「美しい」などです。

古くから言葉には言霊（ことだま）が宿ると信じられ

てきました。私たちの口から出た言葉は、周りの人に

影響を与えることは勿論、自分自身をも励ましたり幸

せにしたり苦しめたりする「もう一人の自分」だとも

言われます。

私自身年齢を重ねるごとにやる気が出ない瞬間が増え

てきたことを自覚していますが、問題に直面した時に、

嫌々ながらではなく「さて、これをなんとかしてやろ

う！」と、言葉だけでなく行動と共に困難やピンチを

楽しんで挑戦するほうが、より良い結果を残せそうだ

と自分に言い聞かせながら頑張っていきたいと思って

います。

それでも人はどんな時でも明るく前向きでいられるわ

けではありませんし、心に余裕がない時など、元気な

言葉かけが逆につらく感じることもありますね。辛い

とか苦手だとかの気持ちを口に出して表現することは

自分の心を守る一つの方法でもあり決して悪いことで

はないと思います。亡き夫は私と正反対で自分の弱い

ところや苦手なことをいっさい隠さず周囲に助けを求

めたり、そのことをコミュニケーションのきっかけに

したりできる人でした。それを傍で感じることを重ね

る中で私自身も随分と心が開放された経験があります。

自分の良いところも良くないところも嬉しいことや悔

しいことも安心して開示でき、理解してもらえる、注

意してもらえる、そんな仲間や環境を持てることは素

晴らしいなと思います。今週から炉辺会合も始まりま

した。親睦活動の場を通して年齢や性別に関係なく安

心して交流が深められる出島ロータリクラブであれば
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嬉しいです。それでは今日も楽しい例会にいたしまし

ょう。

-------------------------------------------------------------

■幹事報告：埴生幹事

①2/7新会員歓迎会出欠返信について：
1月末返信期限となっておりますので、宜しくお願い致

します。

------------------------------------------------------------

■ニコニコ披露：親睦活動委員会　内野さん

　ニコニコ7件 23,000 円（累計803,000 円）

■池田さん：
①親睦活動委員の皆様、本日は新年会を企画いただき

ありがとうございます。

②1月は孫娘の誕生日でした。6歳年上の兄ちゃんから

可愛がられ過ぎてわがままいっぱいです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■埴生さん：
①親睦委員会の皆さん、本日の新年会お世話になりま

す。

②平井さん、本日の卓話、宜しくお願いします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■手塚さん：
昨日 1/23 は妻の誕生日でした。家族でボルドーのト

ルコライスを美味しく頂きました。ごちそうさまでし

た。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■藤澤さん：
先週はロータリーの友と週報の担当だったのにインフ

ルエンザ A型にかかってしまい、急遽寺岡委員長に担

当して頂きました。寺岡委員長、本当にありがとうご

ざいました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■山口さん：
「ロータリーの友」1月号に当クラブが児童養護施設へ

の支援事業として長い間実施しているスポレクの投稿

記事が掲載されました。私の頼りない投稿記事を適切

に校正して頂いた事務局徳永さんのお蔭です。取り敢

えず今年度委員会の目標であった「ロータリーアット

ワーク」への投稿が達成でき、今日は安心して酒が飲

めます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■宮崎さん：
新春万福（しんしゅんばんぷく）皆様にとって 2025

年が良い年で有ることを祈念致します。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■喜々津さん：
1 月 22日（水）12面、23日（木）11面、24日（金）

11面の長崎新聞の 3日連続の「ローマを見た /長崎令

和使節団の軌跡」に出島 RCからも女性会員 2人が参

加しています。天正遣欧少年使節団の足跡をたどるポ

ルトガル・スペイン・イタリアのツアーでした（私は

不参加で残念！）。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



�������������������������
�  Weekly Report

��

■卓話：平井さん「私の職業」

　まずは私が勤める平井技研工業株式会社について簡

単にお話しします。

1952 年（昭和 27年）に祖父が創業し、船舶及び機械

設計・製図の一般業務を開始致しました。祖父は戦前

から香焼？にあった川浪造船所の設計士として勤務し

ておりました。戦後に倒産し、知人から三菱重工の仕

事を紹介され、会社を興した、と聞いております。

伯父・父の後を継いで私で 4代目になります。

創業後、設計分野以外にも、長崎研究所の実験計測部

門などにも業務の範囲が拡がり、山・谷を繰り返しな

がら現在に至っております。ちなみに研究所部門は

1992 年（平成 4年）に分離しました。

　今現在は

・発電プラントや高層建築物、橋梁等の鋼構造物の架構

計画・詳細設計

・発電プラント内の鉄筋コンクリート構造物の計画及び

詳細設計

・ボイラー本体の詳細設計

・発電機及び電動機の計画及び詳細設計

・試験研究用設備の計画及び詳細設計

・各種プラントの配管の計画及び詳細設計

・各種プラントの制御装置の計画及び詳細設計

などがメインの業務になります。またここ数年では高

効率発電プラントやバイオマス発電プラントにも携わっ

ております。これ以外にも多岐にわたっております。

といったところが弊社の業務内容になりますが、本日の

タイトルでもある「私の職業」なんですが、当然、経営・

管理がメインになります。ここでは、どういう思いで業

務を取り組んでいるかについてお話ししたいと思いま

す。

一番は、「弊社の財産は人材である」ということを念頭

に置いてます。それ以外の取組や考えについては、私の

前職・野村證券で学んだ事がたくさんあります。

　私はバブルが弾けた後の 1995 年（平成 7年）4月に

明治大学から野村證券に入社しました。今と違い、就職

氷河期に社会人デビューしました。この頃の証券会社に

は不信感や怒りを持たれていた方も多いとおもいます。

2 か月の研修期間を経て鹿児島支店営業課に配属されま

した。配属後の最初の仕事は色んな所を歩いて回り「毎

日名刺 50 枚集まるまで支店に帰ってくるな」という内

容でした。まぁ毎日そんなに集まる訳もないのですが。。。

その中から感触良かった方をお客様にしていくのです

が、自分の目で見て、アタックするので、「相手の事を

考える」ということを学びました。1998 年の金融危機

の後、企業営業課に店内異動。ここで先輩について、地

元の有名企業に一緒に回り、株式公開の提案や事業承継

の提案などを学びました。この時に「決算書の見方や各

種経営指標」などを学び、現在、弊社の内容をチェック

する時に役立っています。その後、たまプラーザ支店、

千住支店、長崎支店と渡り歩き、いまは名称も変わって

おりますが基本的に営業でした。2年目から 8年間くら

いだと思いますが、当時採用活動で行っていたリクルー

ター制で、明治大学担当の面接官もやりまして、「採用

の考え方ややり方」を学び、考え方を一部弊社にもいれ

ました。野村證券時代の大きな財産は、「色んな創業オー

ナー、元上場企業の役員の方など様々な職業の人と話が

出来た事」・それぞれの支店で営業以外の役割を与えら

れたことにより、「組織作りの考え方」などが今現在、

私の財産になっており、今活かしているところです。

こういう経験を踏まえて、経営・管理をしています。

楽しいことばかりではないですが、なんとか楽しんで取

り組もうと自分なりに頑張っているつもりです。

------------------------------------------------------------

■閉会・点鐘：池田会長
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新年会　ホテルニュー長崎「桃林」

親睦委員会の皆さま、新年会の企画・進行などありがとうございました。



�������������������������
�  Weekly Report

��



�������������������������
�  Weekly Report

��

全ての写真は下記のアドレスからご覧にになれます。

https://x.gd/TGUNi

ＲＩ加盟承認
１９９８年９月３０日

■ 国際ロータリー第２７４０地区ガバナー 石坂  和彦
■ 国際ロータリー第２７４０地区第１０グループガバナー補佐　　中島  健太郎
■長崎出島ロータリークラブ　　　　           会長：池田  久美子　  幹事：埴生  健一

■例会日：金曜日（１２：３０）
■ 例会場：ホテルニュー長崎　Tel.０９５-８２６-８０００
■ 事務局：〒８５０-０８６２　長崎市出島町１２-２９　夢進ビル２階

Tel.０９５-８２２－９６３２　Fax.０９５－８２６－４７５６
■創　立：１９９８.９.４　　■ＲＩ加盟認証：１９９８.９.３０

会報委員会：寺岡 誠三、今村 茂雄、濵村 俊介、栗山 壮一、山下 隆義、藤澤 千絵
　   dejimaro@lime.ocn.ne.jp　　　 http://dejimaro.jp/
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広島県呉市のマンホール

今回は広島県呉市です。呉市は明治22年の呉鎮守府の開庁を機に市街地の形成が進

み、戦艦「大和」を建造するなど、日本一の海軍工廠（こうしょう）を擁する都市

として発展した町ですが、現在は1/10の戦艦大和の巨大模型で有名な大和ミュージアムが有名です。

当然ながら、ミュージアム近くには大和をモチーフとしたマンホール蓋が多数設置されています。

①は、昭和16年12月の竣工時の戦艦「大和」を描いたものです。正面から見たもので、主砲が並ぶ姿はかっこいいで

すね。

②も竣工を記念したものですが、（株）中和商会という会社が寄贈したものだそうです。昭和16年（1941）12月16日

竣工、戦艦大和の文字入り。

③も大之木建設（株）が寄贈したもので、昭和16年　宿毛沖標柱間で全力公試中、戦艦大和の文字入り。

④は、堀口海運（株）の寄贈のもので、昭和17年　連合艦隊旗艦、戦艦大和の文字入り。

地元企業が協力して大和を盛り上げているようです。

マンホール探訪 No.23

① ② ③ ④

https://x.gd/TGUNi



